
中・16・御所野学院
生 徒 数 335
学 級 数 14
職
員
数

県 費 29
市 費 1

令和７年度  学校要覧
秋田市立御所野学院中学校
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１　所 在 地　　秋田市御所野地蔵田四丁目１番１号
　　　　　　　　ＴＥＬ ０１８－８８９－８３３０　ＦＡＸ ０１８－８２６－０２００
　　　　　　　　e-mail：gsnｰec4@edu.city.akita.akita.jp
２　校地・校舎　　校地面積20,776㎡　校舎面積5,145㎡　体育館面積1,432㎡

平成11年  4月  1日 創立、開校
4月  5日 開校式、入学式
5月29日 ＰＴＡ設立
7月  3日 教育振興会設立

平成12年  4月  1日 併設型中高一貫校として開校
  4月  7日 併設型中高一貫校として開校式･入学式

平成14年 中高一貫教科カリキュラムの実践開始
東北大会女子陸上競技部団体第３位・女子低学年4×100リレー優勝

平成15年 県中総体女子陸上競技部団体優勝・女子低学年4×100リレー優勝
11月21日 表現科･郷土学発表会実施

平成18年  東北大会新体操部団体第３位･全国大会出場
平成19年  全県春季大会新体操部団体優勝

県中総体新体操部団体優勝
平成20年  県中総体新体操部団体優勝
平成21年  東北大会新体操部団体第３位･全国大会出場
平成22年  県中総体新体操部団体優勝

10月  5日 創立10周年記念式典
平成23年  全県春季大会新体操部団体準優勝

県中総体新体操部県大会団体優勝
平成24年  県中総体新体操部団体準優勝
平成25年 県中総体新体操部団体優勝

東北大会新体操部団体第３位･全国大会出場
平成27年  県中総体新体操部団体優勝(３連覇)

  7月17日 国際教養大学との教育連携協定締結
県中総体男子陸上競技部共通４×100ｍリレー優勝

平成27年  東北大会新体操部団体第３位･個人総合第２位
全国大会新体操部団体第15位
全国大会陸上競技部男子共通４×100mリレー第４位

平成28年  全県春季大会新体操部団体優勝
県中総体新体操部団体準優勝

平成29年  連携型中高一貫校として93名が入学
平成30年 県中総体陸上競技部男子共通４×100mリレー優勝･全国大会出場

県中総体新体操部団体第３位
令和元年 県中総体新体操部団体優勝

東北中総体新体操部団体第２位･全国大会出場（20位）
令和２年 新型コロナウイルス感染症のため臨時休校（4/13～5/10）

新型コロナウイルス感染症のため秋田市・県中学校総合体育大会中止
令和３年11月  6日 創立20周年記念式典・記念講演会（講師：島田雅彦氏）

第２回秋田活性化中学校選手権全県大会最優秀賞
令和４年 県中総体陸上競技部男子低学年４×100ｍリレー優勝　東北大会出場

全日本アンサンブルコンテスト秋田県大会トランペット３重奏金賞
令和５年 県秋季大会サッカー部準優勝
令和６年 市春季大会　男子ソフトテニス部団体優勝　陸上競技部女子総合優勝

市中総体
陸上競技部男女総合優勝（２連覇）　陸上競技部女子総合優勝（２連覇）
女子陸上競技部駅伝優勝　男子陸上競技部リレー全国大会出場
市秋季大会
陸上競技部女子総合優勝（２連覇）
男子ソフトテニス部団体優勝　新体操部団体優勝
県秋季大会　新体操部団体優勝  

学校の概要

学校の沿革

公式キャラクター
ガクインコ



平成11年　創立・開校
平成12年　併設型中高一貫校として開校
平成15年　表現科発表会開始
平成22年　創立10周年記念式典
平成27年　国際教養大学との教育連携協定締結
平成29年　連携型中高一貫校へ移行
令和３年　創立20周年記念式典

沿　革 校  章

秋田市中高一貫校設立構想

学校経営基盤

○校章の６パーツ
・個性　　・愛郷心
・向学心　・連帯
・力強さ　・夢の想像

◇基本理念

　伸びゆく秋田と共に学ぶ学校

◇建学の精神

　国際的視野に立つ、
　　新しい時代の郷土秋田を切り拓く人材の育成

◇教育目標

個性の伸長と愛郷心の高揚

１　連携型中高一貫教育校
〇 地元の中学校、御所野学院中学校と御所野学院高校とが連携して教育を進める。
　〇 連携の柱は、中高連携教育プログラム【表現科（学校設定教科）・郷土学】及び中高合同活動【体
育祭・部活動等】。

２　秋田市中高連携特認校
　〇 中高連携による特色のある教育プログラムを受けたいと希望する御所野小学校以外の秋田市内
小学校６年生を対象に入学生を受け入れる。

　〇入学条件：・児童および保護者は、御所野学院中学校の教育課程の趣旨を十分理解する。
　　　　　　　・児童の心身の状況が、通学に耐えられる。
　　　　　　　・ 通学に係る安全確保については保護者の責任において行い、その費用については

保護者が負担する。
　〇期　　間： 特認入学の期間は、原則として、特認入学をした日から御所野学院中学校を卒業す

る日まで。



表現科発表会 中高合同体育祭

４月
・入学式　始業式
・生徒会入会式・部活動説明会
・生徒会役員任命式・ＰＴＡ

５月
・中高合同体育祭
・中高合同防災訓練①
・定期テスト①

６月 ・市中総体壮行会・市中総体

７・８月

・１年郷土学体験学習
・２年職場体験学習
・中央地区吹奏楽コンクール
・県中総体
・ＰＴＡ

・定期テスト②

９月 ・学院祭 in Autumn
・合唱コンクール

10月
・前学期終業式・後学期始業式 
・立会演説会・生徒会役員任命式
・生徒総会・中高合同防災訓練②
・表現科発表会

11月 ・小学生体験入学
・定期テスト③・２年研究旅行

12・1月
・ＰＴＡ

・入学説明会
･１年まんたらめ宿泊研修

２月 ・定期テスト④・ＰＴＡ

３月 ・卒業証書授与式・修了式・離任式

年間主要行事
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シルバーエリア入口

●秋田中央交通
御所野ニュータウン線（日赤経由）
広面御所野線（日赤経由）
　・新都市交通広場下車徒歩５分

●JR四ツ小屋駅下車徒歩15分

アクセス

・学びやすさを支え、できることを伸ばそうとする特別支援教育の充実

・ＩＣＴ等を活用した、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

・「郷土学」を核とした、志を育むキャリア教育の充実

主体的・対話的で深い学びを実現する指導の工夫
　　　　～思いや考えを深める、生徒同士の学び合いの場づくり～

豊かな心をもち、自己実現に向けて
　　あきらめずに努力することができる生徒の育成

◇１年部　 自分の思いも相手の思いも大切に、互いを認め合いながら、何事にも向
上心をもって取り組む生徒の育成

◇２年部　 物事に本気で向き合い、仲間と切磋琢磨して高め合う生徒の育成
◇３年部　 将来への明るい希望をもち、互いに尊重し合い、主体的に学ぶ生徒の育成

研究主題

生徒指導目標

学年経営

志をもち、夢の実現を目指して何事にも挑戦しようとする生徒【挑戦】

国際感覚を身に付け、主体的に学ぶ生徒【繋り】

秋田の発展に夢を馳せ、郷土の歴史と文化を学ぶ生徒【愛】

目指す生徒像と学校経営の重点



　学級編制 　日課表
1　年 ２　年 ３　年

クラス 男子 女子 合計 クラス 男子 女子 合計 クラス 男子 女子 合計
１組 11 16 27 １組 13 12 25 １組 11 14 25
２組 12 15 27 ２組 14 12 26 ２組 11 14 25
３組 11 16 27 ３組 13 12 25 ３組 12 13 25
４組 11 16 27 ４組 14 11 25 ４組 12 13 25
さつき 1 0 1 ５組 11 14 25
計 46 63 109 計 54 47 101 計 57 68 125

男子 157 女子 178 合計 335

学 校 医 内　科 歯　科 耳鼻咽喉科 眼　科 学校薬剤師 藤山　信弘
菅沼　由美 石橋　征嗣 辻　　正博 薄田　　寿

会　　　 長 佐　藤　　　浩 事 務 局 長 小　玉　美由希
副 会 長 関　　　裕　明 事 務 局 長　尾　純　一
副 会 長 関　　　美鶴恵 会 計 監 査 荒　田　亜紀子
副 会 長 加　藤　美沙子 会 計 監 査 佐　藤　智　子

50分授業：６校時
朝 の 活 動 8：10～  8：30
朝 の 会 8：30～  8：40
１ 校 時 8：50～  9：40
２ 校 時 9：50～10：40
３ 校 時 10：50～11：40
４ 校 時 11：50～12：40
給 食 12：40～13：15
休 憩 13：15～13：30
５ 校 時 13：30～14：20
６ 校 時 14：30～15：20
帰 り の 会 15：30～15：40
清 掃 15：40～15：50

50分授業：表現科あり
朝 の 活 動 8：10～  8：30
朝 の 会 8：30～  8：40
１ 校 時 8：50～  9：40
２ 校 時 9：50～10：40
３ 校 時 10：50～11：40
４ 校 時 11：50～12：40
給 食 12：40～13：15
休 憩 13：15～13：30
表 現 科 13：40～15：20
帰 り の 会 15：30～15：40
清 掃 15：40～15：50

職　名　等 氏　　名 担当教科（〇主任） 主な校務分掌 部活動等担当
校 　 　 長 沓　澤　　　徹 経営管理
教 　 　 頭 安　田　宏　幸 　社　会 経営管理・特別支援教育コーディネーター
主 任 主 査 相　馬　洋　子 給与・旅費・財務　他

４ 

年 

部

教 務 主 任 宮　腰　美穂子 　理　科 教育課程全般・応援団指導 バドミントン
養 護 教 諭 黒　澤　直　美 保健主事・給食主任
生徒指導専任 五十嵐　美穂子 〇数　学 生徒指導専任・不登校対応コーディネーター・教育相談主任 美術
非常勤講師 髙　橋　絵美子 　家　庭

１　

年　

部

学 年 主 任 信　太　　　泉 〇国　語 教育相談・応援団指導 （水泳・剣道）
１　組 中　村　知　明 　数　学 教育環境整備 男子バスケットボール
２　組 鈴　木　史　織 　社　会 教科書給付 女子ソフトテニス
３　組 冨　田　文　絵 〇美　術 道徳教育推進教師・応援団指導総括 美術
４　組 高　久　剛　慶 〇英　語 研究主任 野球
さつき 佐々木　　　衡 　特別支援教育・理科 特別支援教育コーディネーター・表現科主任・図書館教育主任 野球 

２　

年　

部

学 年 主 任 江　畑　美　香 〇音　楽 教育相談 吹奏楽
１　組 嵯　峨　春　美 　英　語 管理主任・表現科副主任・生徒会指導 新体操
２　組 二　部　　　緑 　国　語 応援団指導・教育相談 男女バスケットボール
３　組 永　田　　　譲 〇理　科 進路指導主事・総合主任 女子バスケットボール
４　組 鈴　木　　　仁 〇保　体 特活主任・中体連学校代表理事 新体操
所　属 畠　山　かりん 　国　語 教育相談 男女バスケットボール

３　

年　

部

学 年 主 任 渡　邉　泰　介 〇社　会 教育相談 男女ソフトテニス
副 主 任 成　田　朗　子 　英　語 初任研担当 サッカー

１　組 檜　山　信　次 〇技術・社会 情報教育主任 男子ソフトテニス
２　組 小　野　未　貴 　国　語 教育環境整備 女子陸上競技
３　組 田　口　　　凌 　数学・保体 生徒指導主事 サッカー
４　組 今　村　咲　希 　保　体 生徒会指導 男女陸上競技
５　組 菊　地　　　歓 　理　科 部活動総括 男子陸上競技
所　属 小　舘　美　晴 　英　語 吹奏楽

　職員一覧

　ＰＴＡ役員一覧

職　名　等 氏　　名 職　名　等 氏　　名
技 能 員 佐々木　律　子 学級生活支援サポーター 木　村　知　子
校 務 員 佐　藤　　　大 学級生活支援サポーター 工　藤　圭　子
学校給食支援員 越後谷　香穂子 学級生活支援サポーター 土　田　郁　子
Ａ Ｌ Ｔ Myles　Travers 学 校 司 書 佐　藤　佳奈子
Ａ Ｌ Ｔ Chong [Sarah] Thao 給 食 配 膳 員 鹿子澤　歌　子
初任研統括指導員 伊　藤　伸　人 給 食 配 膳 員 高　橋　良　美
スクール カ ウ ン セ ラ ー 荒　川　玲　奈


